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概  要 
 
 
 

 
2019年より J-PARC MR 加速器トンネルにおいて，作業者のリアルタイム位置情報や双方向情報伝達などを実現した

ICT防災システムを運用している． J-PARC MR加速器トンネルの入坑者にとって有効なシステムとなるよう，これま

で様々な機能等を付加してきた．また，更なる安全性や作業効率の向上を実現するため，ロボットの活用を検討した．

本論文では，放射線環境下での無線通信機器の耐久性を検証結果や，開発した ICT 防災システムの特長について示す．

また，自律走行ロボットと ICT防災システムとの連携についての試行結果を示す． 
 

成  果 
 
 
 

 

 放射線環境下での無線通信機器の耐久性を定量的に評価し，無線通信機器が長期間安定して稼働する方法を示した． 
 堅牢なセキュリティを確保しながら双方向コミュニケーション可能な ICT防災システムを開発した． 
 坑内作業員の位置情報を管理する機能を開発した． 
 坑外から坑内の作業員の作業を遠隔で支援する機能を開発した． 
 放射線測定機能を開発し，位置情報管理機能と組み合わせ自動的に坑内の放射線量を記録する機能を開発した 
 自律走行ロボットと連携することで坑内の放射線量を安全かつ自動的に測定できる可能性を示した． 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

図－１ 遠隔作業支援状況の一例 図－２ 自律走行ロボットによる放射線測定状況の一例 
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